
浜松志耀ロータリークラブ 第54回例会
開催日時：2025年4月24（木）午前 11：00 ～ 12：30

開催場所：万斛庄屋屋敷 鈴松庵

■会長挨拶 小川会長
本日は、例会の進行について一つご報告がございます。
前回の会長挨拶の中で、IMで訪問した豊川ロータリークラブにて「黙想」の取り組みに触れ、その意義に

ついて少しご紹介させていただきました。そしてその例会後に開催された理事会において、「例会の冒頭に
1分間の黙想を導入する」ことが正式に承認されました。
改めてになりますが、黙想とは、精神的・宗教的な意味ではなく、ロータリアンとして自分を見つめ直し、

感謝と集中の気持ちで例会に臨むための“心を整える時間”です。静かなこのひとときが、私たちの日常の
中に小さな余白と気づきをもたらしてくれることを願っています。この考え方は、日本にロータリークラブを初
めて導入した人物として知られている、米山梅吉氏の「ロータリーの例会は人生の道場である」という言葉と
も響き合うものがあるように感じています。「道場」とは、武道や芸道において、自らを鍛え、磨き、成長させ
る場です。ロータリーの例会もまた、奉仕や学び、人とのつながりを通じて、自分を高めていく場であると考えれば、例会の始まりに“
心を整える時間”を持つことは、「道場の入口に立つ」ことと同義であると私は感じています。
実際、私の知る限りでは、国際ロータリー第2620地区内で例会冒頭に黙想を取り入れているクラブは確認されておらず、非常に

珍しい取り組みであるように思われます。その中で、まだ歴史の浅い私たち浜松志耀ロータリークラブが、このような精神性のある
取り組みを率先して始めることは、非常に意義深いことだと感じています。
また、先週の4月19日（土）には、浜松駅北口 遠鉄百貨店前で「大志育英小委員会」による募金活動を行いました。今回の募金

の目的は「障がい児や難病児、こども食堂などへの支援とし社会福祉法人 浜松市社会福祉協議会への寄附目的としました。この
委員会は、年2回の募金活動を中心に行うことが事業計画書に明記されており、他クラブではあまり例を見ない、当クラブらしい特色
ある取り組みの一つであると感じています。この「大志育英小委員会」は、小澤直前会長の提案により設立され、委員会名も小澤さ
んご自身が命名されました。
当日の募金活動では、小澤さんが声をからして道行く方々に呼びかけられていた姿がとても印象に残っています。また、当日は他

のロータリークラブに所属されている方々も数名、立ち寄って募金をして
くださいました。単にお金を寄附するだけでなく、私たち自身がこのような
活動に参加することによって、心動かされる瞬間や感動を得られるのだ
と実感いたしました。ロータリーの友情とつながりの温かさを感じる出来
事でもありました。こうした活動の一つひとつが、浜松志耀ロータリークラ
ブらしさを育んでいくものであり、私たち自身の誇りにもつながるのでは
ないかと感じています。
本日より、会長挨拶の前に1分間の黙想を取り入れます。どうぞ静か

に目を閉じ、それぞれの心でこの時間をお過ごしください。皆様のご理解
とご協力を心よりお願い申し上げます。本日も宜しくお願い致します。

■新入会式 平出美香さん 小川典美さん
・よろしくお願いします

■お誕生日お祝い 山本会員 小川会員 加藤会員 小倉会員
・おめでとうございます。

■委員会報告
・募金活動の報告 大志育英委員会 小川副委員長
4月19日(土) JR浜松駅北口にて募金活動を行いました。49,000円の募金をいた
だきました。5月9日(金)10時～浜松市社会福祉協議会にお渡しします。

■卓話 加茂会員
・『水の惑星に住む健康推進法』と題して、「エルセ活水器」を利用した健康促進に

ついて説明がありました。



■スマイル
①小川会長･田渕幹事－平出さん、小川さん 入会おめでとうございます
②小澤直前会長－募金活動参加への御礼。平出さん、小川さん 入会おめでとうございます
③加茂会員－卓話への御礼
④松井会員－静岡県住まいの文化賞 １次審査通過しました
⑤衛藤会員－司会への御礼

※出席率：７４ ％ (会場２１名＋BAND ２名＝２３名／31名）
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